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放課後児童支援員
▶雇用開始　4月1日
▶勤務時間　
　【学校授業日】午後1時～午後7時
　 【学校休業日】午前7時30分～午後7時（シフト制
による）
　※月に１日程度、土曜日勤務あり
　※休日は日曜日、祝日、年末年始
▶内容　市内学童保育室における児童の保育業務
▶ 募集要件　保育士、教諭（幼稚園・小学校・中学校）
などの免許をお持ちの方
▶募集人数　1人
▶月給　143,000円（賞与あり・年2回、３カ月）
▶ 申し込み　事前に電話連絡の上、2月20日㈫まで
に行田市社会福祉協議会へ履歴書（写真貼付）を持
参してください。
▶その他　採用は面接の上、決定します。,

補助員
▶勤務時間
　 【学校授業日】放課後～午後7時（勤務日は学童保

育室により異なる）
　 【学校休業日】午前7時30分～午後7時（シフト制
による6時間程度の勤務）
　※休日は土・日曜日、祝日、年末年始
▶ 内容　市内学童保育室における児童の保育、放課
後児童支援員の補助
▶ 募集要件　保育士、教諭（幼稚園・小学校・中学校）
などの免許をお持ちの方または子育て経験者
▶募集人数　5人
▶時給　920円
▶ 申し込み　事前に電話連絡の上、3月9日㈮まで
に行田市社会福祉協議会へ履歴書（写真貼付）を持
参してください。
▶その他　採用は面接の上、決定します。

▶ 問い合わせ　
　同協議会☎557―5400

学童保育室に勤務する放課後児童支援員・補助員を募集します

　団塊の世代が75歳以上となる2025年には、市では
高齢化率が33％を超えると予測されています。
　このような状況の中、住民同士の助け合い・支え合い
活動といった、住民が主役の地域づくりが始まっていま
す。住民一人一人が主役となって、支え合い、助け合い
のまちづくりをどのように進めていけるのか一緒に考え
てみませんか。

▶ 日時　1月23日㈫午後1時30分～ 4時（午後1時か
ら受け付け）
▶ 場所　「みらい」文化ホール 
▶ 内容　
　【第1部】行政説明
　「本市の高齢化の状況と地域包括ケアシステムについて」

　【第2部】基調講演
　「支え合いの地域づくりを目指して」
　講師：清水肇

けいこ
子さん（公益財団法人さわやか福祉財団理事長）

　【第3部】パネルディスカッション
　「地域の支え合い・助け合い活動の実践報告」
　発表者：地域支え合い活動実践者

▶ 定員　500人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ 主催　行田市、行田市社会福祉協議会
▶ 共催　公益財団法人さわやか福祉財団
▶ その他　事前申し込みは不要です。手話通訳が付きます。
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線
278）または同協議会☎557―5400

地域の支え合いフォーラム　～今！あなたの力が“地域の宝
ちから
”になる！～

福祉の仕事・保育の仕事　地域就職相談会
～高齢者・障害者の施設や保育園で、地域を支える仕事をしてみませんか？～

　羽生市、行田市、加須市、鴻巣市の福祉施設が集まる
就職相談会を開催します。
　無資格・未経験で働ける職場もありますので、ぜひこ
の機会にご参加ください。

▶日時　1月20日㈯正午～午後3時
▶場所　イオンモール羽生（羽生市川崎2―281―3）
▶内容　
　【就職支援セミナー】正午～午後0時45分
　 福祉現場職員の体験談や福祉の求人動向、就職活動の
ノウハウについて

　【就職相談会】午後1時～ 3時
▶参加費　無料
▶ その他　事前申し込みした方には「就活応援ガイドブッ
ク」を贈呈します（事前申し込みがなくても参加可）。こ
の他、新しい車いすの体験などの企画も実施します。

▶ 問い合わせ　（社福）埼玉県社会福祉協議会☎048―
833―8033（祝日を除く月～金曜日の午前10時～午
後5時）

日本遺産連続講座第５回を
開講します

▶日時　1月27日㈯午前10時～ 11時30分
▶場所　郷土博物館講座室
▶講演　「歴史的建築物を活かしたまちづくり」
▶ 講師　朽木　宏さん（NPO法人ぎょうだ足袋蔵
ネットワーク）
▶ 対象　高校生以上の市内在住・在勤・在学の方で、
日本遺産、行田の歴史、文化財を活用した地域
活性化に興味のある方
▶定員　80人（先着順）
▶参加費　無料
▶ 申し込み・問い合わせ　文化財保護課文化財保
護担当☎553―3581

ご参加ください「市政懇談会」

　市では、市民の皆さんの「声」を市政に反映させ
るため、市政全般についての意見交換を行う「市政
懇談会」を開催します。
　佐間地区にて懇談会を開催しますので、ぜひご
参加ください。

▶ 開催日時・場所
　2月2日㈮午後7時～ 8時30分・佐間公民館 
▶ その他　申し込みは不要です。直接会場にお越
しください。
▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

博学連携展示　むかしのくらし

　小学3年生の学習に連動して博学連携展示「むかし
のくらし」を開催します。展示では明治から昭和初期
に使われた道具や懐かしい行田の生活を紹介します。

▶期間　2月3日㈯～ 4月8日㈰
▶ 会期中の休館日　2月12日を除く月曜日、2月13
日㈫・23日㈮、3月22日㈭・23日㈮

▶ 開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4
時まで）

▶場所　郷土博物館企画展示室
▶ 入館料　【大人】200円【大学・高校生】100円【小・
中学生】50円

　※団体割引あり
▶問い合わせ　同館☎554―5911

開館30周年記念講演会
　2月17日に、郷土博物館は開館
30周年を迎えます。これを記念
して、忍城代を勤めた松平家

いえただ
忠を

テーマにした講演会を開催します。
松平家忠は、郷土博物館開館の約
400年前にあたる天正18年（1590）
に忍城に入り、石田三成の水攻め
によって傷ついた城郭と領内の復
興に尽くした人物です。
　講演会では、家忠が残した日記
を手掛かりとして、戦国から近世
へと移り変わる社会の様子を紹介
します。

▶日　　時　2月17日㈯午後2時～ 3時30分
▶場　　所　郷土博物館講座室
▶演　　題　「忍城代 松平家忠日記の世界」

▶講　　師　久保田昌希さん（駒澤大学文学部教授）
▶定　　員　80人（先着順）
▶申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911

「家忠日記」（駒澤大学図書館所蔵）


